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に従えば、インダストリアル・ソサエティ（工
業化社会）の成熟社会とすべきではないかと考
えているのです。本当のポスト・インダストリ
アル・ソサエティ（脱工業化社会）は、その後
にきたるべき社会だと思われます。ロストウの
経済発展段階説、その他、故デニス・ガボール
教授、ヨハン・ガルトゥンク教授など様々な学
説は、多岐に渡りますが、総じて欧米人の学説
は、人間の社会の発展を線的（リニア）にとら
えているように感じます。私は、人間の社会の
発展は、線的（リニア）にとらえるのではなく、
循環的（リサイクリック）にとらえるべきだと
思います。
人間の社会の循環的（リサイクリック）発展
とはいえ、ただ漫然と成長期、成熟期を繰り返
してきただけではありません。さらに詳しく述
べると、成長期と成熟期が常にワンセットにな
って、あるひとつの時代を経過すると、その時
代を仕上げるのが成熟期となり、そののちには、
次の新しい時代の幕が開く。そしてその新しい
時代の中で、また成長期、成熟期のワンセット
がその時代を仕上げる。その繰り返しをしつつ、
社会が発展しているのです。
今現在は、いうまでもなく工業社会ですが、
私は昔から史観というか、歴史観を持ってい
ます。それは、人間の社会の歴史は、昔からあ
る期間ごとに成長期と成熟期とを繰り返してい
るのではないかということです。したがって、
このことは今後の社会についても言えることだ
と考えております。アメリカのダニエル・ベル
教授が、人間の社会の発展の経過を、プリ・イ
ンダストリアル・ソサエティ（前工業化社会）、
インダストリアル・ソサエティ（工業化社会）、
ポスト・インダストリアル・ソサエティ（脱工
業化社会）と大別しています。私も大局的には
この説に賛成です。
大局的には、と申し上げたのは、このプリ・
インダストリアル・ソサエティ（前工業化社
会）、インダストリアル・ソサエティ（工業化
社会）について、恐らくポスト・インダストリ
アル・ソサエティ（脱工業化社会）についても、
それぞれ成長期と成熟期があると考えているか
らです。また、少し生意気なようですが、私の
考えでは、ダニエル・ベル教授が言う、ポス
ト・インダストリアル・ソサエティ（脱工業化
社会）というのに、少し疑問を感じるのです。
すなわちベル教授を初めとして欧米の諸学者が
提唱する脱工業化社会論というのは、私の定義
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問題提起
循環的な人間の社会の発展のため、工業社会の成熟期における新たな文化として、
どのように情報社会の文化を構築すべきか。
工業社会の前は農業社会でした。その農業社会
の時にも同じことがいえると思いますが、私の
言葉でいうと、ひとつの時代の前半部分は「文
明の時代」、後半部分は「文化の時代」と名付
けています。それらを現象的にみた際、前半は
様々な産業が整備されていき、いわゆる「成長
の時代」、後半はそれらの産業を慣らしてゆく、
いわゆる「成熟の時代」なのです。しかし、特
にそれが非常に明白に、ハッキリと言えるのは、
工業社会になってからです。日本でいうと、農
業社会は戦国時代から江戸幕府の終わりまで
で、工業社会は明治以降から現代までであると、
私は分けています。
成長、成熟という言葉を、さらに私なりの言
葉で表現すると、エネルギーとエントロピーと
いう、２つの物差しになります。これらの言葉
は、本来「熱力学」で使用されます。もともと
エントロピーとは無秩序さを示す言語です。簡
単にいうと、エネルギーが増大しエントロピー
が減少する。エネルギーが減少するとエントロ
ピーが増大する。エントロピーとエネルギーと
の逆相関の関係ということになります。つまり
エントロピー（無秩序さ）が減少することで、
だんだん社会が秩序立ってゆくということにな
ります。
要するに周期の前半である成長の時代には、
いろいろな組織が形成され、社会の仕組みがで
きていきます。その時期は産業が盛んに興り、
社会が成長します。ところが、社会の成長に伴
い、エネルギーがだんだんと充満していきます。
そういう状況に社会が変化していくときには、
エントロピー（無秩序さ）が減少し、組織が構
築されます。エネルギーは、いわゆる社会の膨
張力・発展力といったもので、その時期は、社
会が外へ向かって広がっていくのです。
それがある段階に達すると、エネルギーが減
少し、エントロピーが増加するという逆転が生
じます。つまり周期の後半である成熟の時代へ
と移行しようとしていくのです。エネルギーが
減るということは、社会が停滞することを示唆
します。したがって、それまで外へ向かってい
た膨張社会が内向きになるのです。外向きの作
用が内向きになり、エントロピー（無秩序さ）
が増大し、せっかく構築された秩序がだんだん
緩んでいくのです。社会全体が緩み、秩序が崩
れていく、それを放置しておくと、社会全体が
ばらばらの状態になってしまいます。それによ
って、日本社会が不安定になるため、次の新し
い社会へとシフトしていきます。そして次の新
しい社会のエネルギーが増加し、エントロピー
が減少するという秩序が、循環的にできていき
ます。
つまり世の中、時代が変わるというのは、成
長の時代にエントロピー（無秩序さ）の増加が
生じ、エネルギーが再度増加し、そののちにま
た、成熟社会が構築され、その社会の中で再度
エントロピーが増加してくるということです。
それこそが日本社会の成長にあたるのです。
現在では、成長率などというと、すぐに
GNP増大の比率などといわれます。しかし江
戸時代などへさかのぼると成長率を表示するも
のはありません。どのような現象をそのように
いうかと言うと、さまざまの社会現象から推定
します。エントロピーが減少し、エネルギーが
増大しつつある社会を、その社会は成長期にあ
ると規定しています。そしてその両者の関係が
逆転して、エントロピーが増大し、エネルギー
が減少する傾向にある社会を、その社会は成熟
期にあると規定します。そして、そのときのエ
ネルギーのもとは、社会全体が生み出すものな
のです。
日本を例にすると、プリ・インダストリア
ル・ソサエティ（前工業化社会）は、戦国時代
から江戸時代ができあがるまでで、日本各国で
群雄が割拠している時代でした。要するに、社
会全体が非常にエントロピー（無秩序さ）の増
大した状態だったのです。それが結局、徳川氏
の出現、天下統一、いわゆる幕藩体制の構築に
より、徳川（江戸）幕府が二百数十年続き、エ
ントロピーは減少しつつありました。しかし幕
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末になるとそのような秩序が緩んできたので
す。江戸時代の初め、日本社会、日本人は、ど
んどん外へ向かって活動のフロンティアを膨張
させていきました。当時、東南アジアの各地に
日本町ができ、とにかくたくさんの日本人が出
かけて行ったのです。海外では、山田政長氏の
ように名を馳せる侍大将、大儲けをする豪商、
いろんな人が出てくるわけです。それがこの幕
藩体制の仕組みができ、さらには鎖国令が布か
れ、社会全体が内向きになってきたのです。そ
の社会の中でエントロピーが増大し、そして幕
藩体制の社会的な仕組みは、その後、崩壊の方
向をたどり、二百数十年続いた徳川（江戸）幕
府が動乱を経て、明治を迎えるわけです。
ところが徳川幕府までの時代は、産業的にい
うと農業の時代です。その農業もその間にだん
だん農機具などが発達したり、耕作法も品種改
良などを行ないつつ進歩し、技術革新をしてき
ました。しかし徳川（江戸）幕府が崩壊し、工
業社会が明治維新とともに始まるのです。これ
は循環的に、新しい社会ができてゆく過程とし
ては、全く同じことで、幕藩体制が崩れ、新し
い社会ができてくるのです。つまり明治の初め
から今日まで、インダストリアル・ソサエティ
（工業化社会）が続いているということです。
これもやはり、明治から戦後の高度経済成長に
至るまで、どんどんエネルギーを増大して、エ
ントロピーが減少する方向をたどります。それ
がまさに現在もそうですが、ピークに達して、
現在はそういう工業社会の仕組みはだんだんと
ルーズになってきて、インダストリアル・ソサ
エティ（工業社会）からポスト・インダストリ
アル・ソサエティ（脱工業社会）へ、というと
ころまできているわけです。
私に言わせれば、最初の成長の時代は文明の
時代、後半の成熟の時代は文化の時代です。
これは農業社会のときも同じで、前半は非常
に原始的な農法であったと思いますが、後半に
なって農業、耕作技術が出現します。現在では、
いわゆる農機具などは明治以降のものですが、
農業が整備されていきます。工業社会の場合も
同様で、最初の成長の時代は、エネルギーが増
大して外向きに発展し、マーケットをどんどん
広げ、世界中にマーケットを持つようになりま
した。それが成熟の時代になると、逆転して、
むしろ社会全体が乱れるというか、アンビバレ
ントな状態になっていくのです。まさに現在、
日本社会にそのような兆候が現れています。つ
まり現在は、文明の時代というよりも、文化の
時代に入りつつあると言えるわけです。
さてそこで問題なのは、文化なのですが、文
化とは何かということです。
エネルギーとエントロピーでいうなれば、エ
ネルギーが増大してエントロピーが減少するの
が成長の時代、逆にエネルギーが減少してエン
トロピーが増大するというのが成熟の時代で
す。そして成長の時代には、いろいろな技術進
歩が興り、産業技術が発展します。
成熟の時代になると社会が内向きになり、い
わゆる文化の時代になるわけです。
では文明の時代と文化の時代についてです。
文明の時代というのはいわゆる技術の進歩や生
産性というものが前面に出てきます。文化の時
代というのはアイデンティティです。
要するに文明と文化を定義すると、文明とい
うのは利便性、つまり生産性になります。そし
て文化の時代はアイデンティティとなります。
これは生産性ではなくて、エントロピーが増大
し、利便よりもアイデンティティが突出してき
ます。そこで、成熟の時代にある現代が、それ
に該当するわけです。しかし文化の時代の一つ
の盲点、恐ろしさは、そのまま放置しておくと
エントロピーが増大し続け、社会全体が非常に
ルーズになり、無秩序な状態が広がっていくと
いうことです。まさに現在の社会がそのような
状態です。これをそのままにしておくと非常に
危険です。要するに社会全体がバラバラになっ
てしまい、端的には滅亡してしまいます。確か
に、世界の歴史をみると結局滅亡してしまった
という社会があるわけです。つまり文明の時代
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で終わってしまった社会です。
しかし日本の場合も欧米の場合も、農業社会
から工業社会への転換は上手く進み、今日の社
会に至っているわけです。農業と工業とでみる
限り、農業社会から工業社会への移行は上手く
いっています。ヨーロッパと日本を比較した場
合、ヨーロッパでは産業革命の時に暴動などが
起こり、かなり社会が混乱しましたが、日本は、
幕末の時に若干そのようなことがありました
が、農業社会から工業社会への転換を非常に上
手くシフトしたと思います。
ただ成熟社会というのは、明らかに危険な社
会でもあるということを知らねばなりません。
エントロピーが増大し、エネルギーが減少する
という社会を考えれば一目瞭然でしょう。そう
いう社会は、そのような傾向がどんどん進んで
いけば、とどのつまりは野垂れ死んでしまいま
す。日本は確かに幕末の頃はうっかりすると亡
国の危険性を確かに持っていたと思います。し
かし、現実には亡国どころか、明治以降、工業
国として極めて短時日のうちに見事な転身振り
を見せました。そのような鮮やかな転身が可能
だった理由は２つあると思います。ひとつは、
日本人が基本的に知的好奇心の強い民族だとい
うことです。これは成長期、成熟期にかかわり
なく、日本人の持っている本質的な民族性では
ないかと思います。日本人は総じてすこぶる知
的好奇心が強い民族であったようです。もうひ
とつは、そのような民族からなっている社会で
あったためでしょうか、情報の伝達が極めて早
く、いわゆる情報化社会であったといえましょ
う。情報化社会というと現代の社会を思い浮か
べるかもしれませんが、実は日本はずっと昔か
ら情報化社会であったように私は思います。
ところが問題は今現在です。現在はまさに成
熟社会の様相が非常に顕著に出ています。
社会が無気力で無秩序な状態で、特に若い人
たちに、そのような傾向が広く見られます。
確かに非常に危険性を持った社会だと思いま
す。そこで、成熟社会を救うものは、文化なの
です。文化を上手く生み出せればいいのですが、
このままいくとバラバラになったまま、野垂れ
死にする可能性があります。日本は農業社会か
ら工業社会への転換を恐らく世界の中で、最も
上手くやった民族であると思います。それを考
えると今の工業社会で、文化を生み出していく
ことも、上手く流れに乗れるのではないかと思
います。この文化の時代で、下手をすると工業
社会で文化を生み出すことができず、崩壊する
危険性もあるのです。だから今、そういう点で
は非常に重要なときなのです。
そこで問題は、成熟社会を迎えつつある現在、
その成熟社会で、我々は工業文化を生み出さな
ければならないということです。幕末、江戸時
代の中期以降、いわゆる日本文化といわれるも
のの歴史を考えると、浮世絵にしても、歌舞伎
にしても、あれら全ては実に典型的な農業文化
であると明白に言えます。なぜかというと題材
をみれば一目瞭然です。農業と工業とで、どこ
が違うかというと、農業というのは、季節性と
地域性がハッキリしています。これに対し、工
業にはこれらがなく、むしろあってはならない
のです。
農業文化である特徴は、特に日本文化は題材
といえば季節性と地域性とが歴然としているた
め、最も典型的です。文化というものは本来大
変大衆的なものであって、その民族全体の共有
物であり、すべての庶民大衆を対象にするもの
でなければならないはずです。たとえば歌舞伎
を考えてみても、江戸時代には歌舞伎は再三再
四にわたって幕府当局から弾圧を受けておりま
す。しかもそれは、風俗を壊乱するのがけしか
らぬという理由で弾圧を受けたのです。ところ
がいくら弾圧を受けても、それをはね返して歌
舞伎は栄えてきました。これこそが文化なので
す。文化というものは、こうして庶民の生活そ
のものと深くかかわりあっていなければならな
いはずのものなのです。ヨーロッパの文化は宮
廷文化が主なため、ある意味で民衆文化ではな
いのです。日本は大衆文化です。季節性と地域
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性、年中行事などが大事にされ、世界中でも最
も典型的な農業文化なのです。これほど見事な
のは日本文化以外ないでしょう。
ところが工業の場合は、季節性、地域性はな
くて当たり前です。工業文化を具体的にいうと、
私は、「情報文化」だと予測しています。ただ
し今、情報文化というものは、まだ生まれてい
ません。
ここで問題は、情報文化です。例えば、最近
の若い人たちが、携帯電話の使い方ひとつにし
てもマナーが崩れているなど、あまり評判は良
くありません。確かにそれは現象的にはもっと
もなのですが、今の情報技術の発達の中に、
様々な問題の種があるのです。だからこそ、工
業文化を成熟させるための一番の旗手は、情報
文化だと思うのです。では「情報文化というも
のが具体的にはどういうものなのか」と問われ
ると、私はまだ、なかなか描けずにいるのです。
それは恐らく、今どちらかというと、現象的に
問題視されていることの中に種が含まれている
と思います。
今、技術開発がどんどん進歩しています。そ
ういう意味では、まだエネルギーが外に向かっ
ている時代で、文明の時代がずっと続いている
ような感じがします。このままでは、文化の時
代がどの時点で来るのか、また来ないのか、定
かではありません。ただ文明の時代から文化の
時代に少しずつでも移行していかないと、やは
り社会は相当疲弊してしまいます。そのために
は、今の技術開発の中での、例えば携帯電話に
しても使うときのルールなどをきちんと決めて
いかないと、文化に転じるきっかけを失うかも
しれません。
情報文化を新しい文化として、どのようなこ
とを考えられるか、ということを真面目に考え
て欲しいのです。情報というのは非常に微妙で
す。要するに社会を滅ぼすか、保ち続けられる
か、が問題となります。
やはり情報（文明）がどんどん発信されてい
る段階で、それがどういう影響を与えているの
かについて、きちんと考えなければいけません。
新しい技術をもって、新しい情報が流れること
を、ただ眺めていてはいけないのです。新しい
情報技術が発達して、「こういうことができま
す」、「ああいうことができます」、その結果、
どういうことになるのか、それが社会的にどう
いう意味を持つのかを考える必要があります。
しかし現在、企業のリードの中で、技術開発
だけの面のみがクローズアップされ、あたかも
新しい文化として錯覚しているように感じま
す。それが文明という位置づけではなく、文化
としての位置づけとして錯覚しているのかもし
れません。
要するに、文明とは何か、文化とは何かとい
う認識がないのです。そして文化という言葉を
どういう定義で使っているのか、きちんと認識
を持つ必要があります。やはり言葉というのは、
どのような定義で使用しているのかをきちんと
考えねばならないのです。私は文化という言葉
を、どのような意味で使っているのか、その定
義について述べておきます。
なぜなら、文化という言葉はなかなかむずか
しい定義がたくさんあり、簡単に要約すること
は必ずしも容易なことではないのです。しかし
様々な定義の中で、私は人類学の分野で使って
いる定義が一番わかりやすく、的を射ているよ
うに思うのです。つまり、ある人間集団があっ
た場合に、その中で人間同士が対応する対応の
仕方を、人類学者たちはことごとく文化と名付
けているようです。要するに、日本人同士の挨
拶の仕方、欧米人同士の挨拶の仕方、アフリカ
や南米の奥地などに住んでいる種族同士の挨拶
の仕方など、いろいろとありますが、文化とは、
人間集団の中で、人間相互の対応の仕方の総称
なのです。つまり、こうした挨拶ひとつ取って
みても、それぞれの人間集団によって、それぞ
れの様式は異なるわけで、しかも、それぞれが
その様式を昔から続けてきています。つまり文
化の相違ということになります。ですから、そ
れぞれの民族が使っている言葉は文化の凝集し
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なると、決して共通とは言えません。
戦後の高度経済成長が始まる頃、「三種の神
器」といって、最初は電気洗濯機、電気冷蔵庫
とテレビがありました。私はその時、電気洗濯
機と電気冷蔵庫と、テレビを一緒に考えるのは
おかしいと言いました。なぜなら電気洗濯機と
電気冷蔵庫は便益であり、共通性があります。
テレビも最初はやはり便益です。しかしテレビ
の恐いところは、個々人の心と直結するところ
です。情報技術の特徴はそこなのです。したが
って、まさにアイデンティティと直に結びつく
のです。そうするとアイデンティティは、ひと
りひとり別ですから、便益とは異なり共通性を
有さなくなるのです。アイデンティティには、
絶対に共通性がないのです。そこが電気洗濯機
と電気冷蔵庫との違いです。
テレビも最初は便益だといいましたが、確か
に最初は、テレビ（便益）のおかげで家族の団
欒ができました。ところが、ひとりひとりがマ
イテレビを持つようになり、それぞれの部屋へ
閉じこもるようになってしまいました。家族の
団欒が崩れてしまったのです。つまりテレビ
（便益＝文明）が、アイデンティティ（文化）
へ移行した場合、当然このような事態が生じる
のです。
私は、「三種の神器」を３つとも一緒にする
のは、当初から反対でした。そしてそのうち、
「３C」の時代と言われ出しました。カー、ク
ーラー、カラーテレビ。文明と文化の違いを理
解していないがゆえに、またこの３つを一緒に
してしまったのです。
つまり文明の時代がもう少し続いていれば、
そこで文化が生まれたのかもしれません。
このままの状態が続く限り、文明と文化の区
別がないまぜのままになってしまいます。これ
らを理論的、実証的に区別をつけて、認識しよ
うという意識がないように感じます。
「情報文化」において、便益（文明）の時代
はいいのです。ところがアイデンティティ（文
化）となると、個々人の心と直結してくるので
たものであり、言葉は文化の象徴であるという
わけです。そして、文化という言葉の定義を、
私は、アイデンティティだと考えているのです。
文化をこのような定義でとらえると、誰でも
すぐ気付くことですが、ある社会の中で、そこ
に住んでいる人々の生活の仕方が何らかの理由
で変わってくると、それに応じて対応の仕方も
変わってきます。すなわち文化も変わってこな
ければならないということになります。人間の
生活の仕方に決定的に大きな影響を与えたの
は、現代の工業文明でしょう。
日本のように工業化のテンポの速やかだった
国は生活の仕方の変化も、急速でなければなら
ないはずです。それに伴い、新しい文化をつく
っていかなければならないはずなのです。
つまり現在は、情報に振り回されているだけ
で、それによって自分のアイデンティティ（文
化）が高まることがないのです。本来ならば、
そこが文化の文化たるゆえんであるはずです。
日本でも伝統文化といいますが、新しい文化
というものは生まれていません。
私は、既に述べておりますが、文化とは、ア
イデンティティだと考えています。だから日本
文化をみると「あっ、日本人だな」とはっきり
と自覚することができます。それに対し、文明
は便益なのです。
生活上の便益となると、これはある程度の共
通性があります。工業文明の産物である、さま
ざまな道具や機械は、誰に対しても、同じよう
な便益を約束してくれるものです。そして、そ
れが多くの人たちから共通して受け入れられ、
かくして高度大衆消費社会が実現しえたわけで
あります。すなわち、文明は多くの人たちに共
通の便益を与え、そのことが多くの人たちから
矛盾なく受け入れられてきたのです。一方のア
イデンティティとなると、これは極めて個性的
なものと言わねばなりません。確かに、私たち
が、他の人たちとうまく対応しえたと自覚する
ことは、アイデンティティをえることになるこ
とは、間違いないのですが、その自覚の仕方と
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す。つまりアイデンティティそのものとなり、
一人ひとりの個々人が異なり、それぞれが全く
の個別になるのです。そこに、「文明がない恐
さ」がでてくるのです。これを十分に考えねば
なりません。
アイデンティティが、個々のひとりひとりの
ものだとすると、例えば、それがテレビならテ
レビの影響を受けて、ひとりひとりが自分のア
イデンティティを持っていく。それが淘汰され
たものが日本文化となっていく。今までのよう
に日本文化や、それぞれの国の文化というのが
ありましたが、情報化時代の文化というのは、
ある意味で国籍が無くなる可能性もあります。
その中で、日本文化をどのようにして確保でき
るのかが大切です。要するに、文化とは、非常
に個性的なので、文明（便益）と比較するは難
しいのです。
そういった意味では、文化は難しいのです。
もしかしたら今後、文化の質が変容するかもし
れません。そして、その時に、それが文化であ
る、ということは分かりません。振り返ってみ
て、文化が帯びていることを理解するのです。
だから恐いのです。しかし本来、文化が興って
きているのです。文化が、あることと、ないこ
とは、存亡に関わる問題なので大事なのです。
だからこそ現在、文化が生まれる方向に、社会
が流れているかどうかを見極めねばなりませ
ん。
メディアしかり、広告産業の発達が、文化を
阻害し影響を及ぼす一端になっているのではな
いでしょうか。なぜなら、先程の「三種の神器」
や「３C」にしても、広告代理店が制作し、宣
伝しているからです。そのようなジャーナリズ
ムの人たちは、本質的なことを案外分かってい
ません。新しい文化、新しい文化ということを
言いますが、どのような定義で文化を考えてい
るのかは不明です。ジャーナリストなどが、自
分たちの使命が、ことがらを伝えることだけで
はなくて、それによってどういう社会をつくる
のか、という目的意識がはっきりしていないと
いけないのですが、少なくとも学者はこのよう
な目的意識がなくてはいけません。
今後、「情報文化」がどのようになってゆく
のかが、非常に重要です。情報をひとつひとつ
吟味し、それが社会に与える影響、またそれが
どのようになってゆくのかを検証することが、
非常に大切になってきます。それらの検証は、
本来大学でやらねばならない課題です。
先程、「情報文化」は、無国籍の文化になる
のではないかと言いましたが、やはり日本人に
は日本人の、今まで築き上げてきた日本の文化
により形成されたアイデンティティがありま
す。その上に今の情報化時代がきている。そし
てアメリカにはアメリカの文化がある。
今までのものがどのように変質していくのか
です。
工業社会の成熟社会の中で、成果を生まずに、
情報技術の拡大路線だけ、つまり便益だけが今
訴えられています。それが文化という面で、ど
のような影響をもたらすかは、なかなか厄介な
問題です。今の工業社会の代表的文化は、「情
報文化」になるということは間違いないことで
しょう。ところがその「情報文化」の中身がど
ういうことなのか、それがどのような問題を生
み出すか、の問題について悪戦苦闘しており、
情報文化の将来をなかなか描ききれずにいるの
です。
私の考えでは、まだポスト・インダストリア
ル・ソサエティ（脱工業化社会）まで、到達し
ていないのです。インダストリアル・ソサエテ
ィ（工業化社会）のマチュアステージすなわち
成熟段階がどうなっていくのかで、悪戦苦闘し
ているのです。そのため、情報文化が生まれた
としても、その次の社会が、情報社会になるの
かどうかも見えていないのです。この工業社会
がどのように脱却して、次の社会へ移行するの
か、つまりポスト・インダストリアル・ソサエ
ティがどうなるのか、については、まだ不明瞭
なままです。ただ、前述いたしましたが、日本
人が極めて知的好奇心に強い民族であるという
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ことと、それなるが故に日本の社会はすぐれて
情報化社会であるということの二つの条件は、
明治以降１世紀以上をへた現代でも、少しも変
わっていないように思います。よって、私はこ
の２つの条件が厳然として日本民族の心の奥底
に流れている限り、インダストリアル・ソサエ
ティ（工業化社会）の成熟期を、多くの危機を
はらみながらも、結局は極めて巧みに切り抜け、
ポスト・インダストリアル・ソサエティ（脱工
業化社会）への離陸を見事にやってのけるので
はないかと期待しています。
もっと端的に言えば、今日アイデンティティ
を得たいという人たちの願望があることは事実
としても、それは、現代の工業文明を否定する
ことによって、それをえるのではなく、すべて
の工業文明の成果を肯定し、それを前提にした
うえでのアイデンティティでなければならない
と思います。つまり文明の文化化という、新し
い方法でアイデンティティをえる必要があると
思います。
文化の文明化が、主役を演じていたのが、主
としてハードウェアであったとすれば、文明の
文化化という面で主役を演じずるのは、明らか
にソフトウェアであるべきだと思います。この
ような方向で、私たちは新しい工業化社会での
生き方、生活の仕方を見つけ出すことが、いま
求められているのではないかと思います。
今、フィランソロピー協会で行なっている、
トヨタ財団からの委託研究は、私の考える「文
化」に視点を当てようとするものです。
あそこで私はデジタル社会における、社会的
ソフトウェアを研究しています。社会的ソフト
ウェアというのは、いわゆる「社会的しつけ」
と言えばいいのでしょうか。それをどうしたら
いいのかというヒントを得たいわけなのです。
それも文化への切り口です。
昔、私の子どもの頃は、しつけに関し、非常
にうるさく言われました。例えば、私が子ども
の頃は、家に電話などありませんでした。何か
急用ができると、公衆電話へ掛けに行かされま
した。そうすると母が「電話の時は余計なおし
ゃべりはせずに、要件だけをちゃんと伝えなさ
い」、「先方が出たら、先方に言われる前に必ず
先に自分の名前を言いなさい」といった、しつ
けを受けました。これは家庭、そして学校にお
いてしつけられました。まさにインダストリア
ル・ソサエティ（工業化社会）の賜物だったの
でしょう。それはそれで非常に有効だったので
す。しかし今、それが適切かというと不明です。
今はむしろ、そういったものが崩れてきていま
す。そこで便益（文明）だけが拡大しつつある
のです。それによってどのような社会的インパ
クトがあるのかを、私は調べようとしています。
今は、インターネットもそうです。相手の人
格を破壊するなど、一般的なこととなっていま
す。そのような事態をそのままにしておいてい
いのか、その辺の見極めが学問的にはほとんど
未開拓のままの状態です。つまり、自分のアイ
デンティティ（文化）は満たすけれども、それ
によって他人のアイデンティティ（文化）に干
渉していいのか、ということです。そういう弊
害を、弊害として取り除き、むしろいい方向へ
向かわせるにはどういう「社会的しつけ」が必
要かを考えるべきです。学校で教育するとき、
「こういうこともできる」、「ああいうこともで
きる」と教育する必要はないのです。「社会的
しつけ」を学校がきちんと行なうべきなのです。
また、勿論居場所が分かるなどの便益はありま
すが、子どもに携帯などを持たせることが、本
当にいいことなのか、などを考える必要があり
ます。これは非常に大切なのです。そういった
ことの積み重ねが文化になるのです。
このような特徴が、現代社会の基本的な特徴
であるとするならば、そうした条件の中で、そ
こから生じる様々な問題を、ひとりひとりの人
間が日常の生活の中で、どのように受け止め、
そういう社会の中で生きてゆく生き方の基本を
身につけることがまず必要になってくると思い
ます。ひとりひとりの人間が、そうしたことを
身につけて、そうしたことを前提とした生き方
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をするようになれば、そのことは、とりもなお
さず現代の工業化社会の中での人間相互の対応
の仕方を身につけることにもなり、そういう自
覚が行き渡ってゆけば、現代社会の中でのアイ
デンティティの基本を得ることができることに
なるのではないでしょうか。いいかえれば、そ
うした生き方を見出し、それを身につけること、
そのことこそが工業化社会の文化をつくり出す
上でのもっとも基本的な第一ステップとなるで
しょう。
成長期の社会は、いろいろな意味で硬直的な
要素が強くなるのが一般的な傾向ではないかと
思います。どのような場合でも、あるひとつの
目的に向かって突き進んで行く時には、すべて
の機能がそういう方向に向かって、その機能を
強めようとする傾向が強くなりますから、そう
いう社会は当然硬直的な社会になりがちです。
ところが、成熟期に移行してゆく段になると、
さまざまな異なった価値観との共存と調和とい
うことが、どうしても避けることのできない課
題になってくるため、どうしても、社会の硬直
的なものを弱めていって、全般的に柔軟な社会
にしていかなければなりません。
工業化社会の成熟期の中で、それにふさわし
い新しい文化をつくり上げていかなければなら
ない、と指摘しておりますが、これは今まで全
く存在しなかった、新しい文化をつくり出すと
いうことでは必ずしもないのです。ずっと受け
継いできた伝統的な文化を、農業社会の成熟期
にふさわしいかたちにそれを仕上げていったと
いうことを思い出すとわかるように、新しい文
化の形成ということは、今まで全く存在しなか
った新しいものが生まれるということでは必ず
しもないのです。ただ、それがどのように仕立
て上げられていくか、ということを考える場合
に、そもそも工業化社会の基本的な特徴は何で
あるのかということを、よくわきまえておかね
ばならないということを言いたいのです。
やはり、ひとりのアイデンティティ（文化）、
ひとりひとりがそういったものを持ち、その集
合体が、その社会の文化になるということです。
ひとりひとりのものの集合体。ひとりひとりが
持っている、考える、そういう方向へもってい
く、それが一つのしつけであり、ルールなので
す。そのルールが今は全くなく、それぞれが、
それぞれの方向に向かって走ってしまっている
のです。
またアイデンティティがどのような副作用
（恐さ）をもたらすのか、情報というものがア
イデンティティ（文化）だということを、真面
目に議論をして欲しいのです。
以上
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